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はじめに

寒冷な地域では，冬期の路面凍結により道路交
通機能が低下する．北陸地方などでは冬期の日中
の気温が比較的高く，積もっていた雪が溶け，夜
間になるとアイスバーンになる事が多い．

平均最高温度 平均最低温度

5.2℃ －1.2℃
富山県2月平均気温（1979年～2000年統計）
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日中の熱量エネルギーを路面に蓄えて夜間に放
出できれば路面凍結は抑制される．

蓄熱材封入舗装

蓄熱 放熱
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潜熱蓄熱材

温度変化に伴う相変化に
よって，大きな熱量を蓄積す
る物質．
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ボウ硝系（硫酸ナトリウム十水和
物）

凝固 融解

融解凝固

潜熱蓄熱材の凝固温度と融解温度

実用化されている代表的な潜熱蓄熱材

●ボウ硝系（硫酸ナトリウム十水和物）

●パラフィン ・・・・単価 約６０００円/ｋｇ

・・・・単価 約１６８０円/ｋｇ
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路面温度の予測

予測地点・・・富山県南砺市坪野

予測期間・・・2007年1月30日16：00

～2007年2月9日16：00

●アスファルト舗装

●パラフィン封入舗装

●ボウ硝系（硫酸ナトリウム十水和物
Na2SO4・10H2O）封入舗装
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地表面の熱収支

日射 大気放射

顕熱
反射

路面

Ｔ:路面温度，λ:熱伝導率，G:全天日射量，

αｒ:地表面での日射反射率，Ｎｒ:長波長放射，

Ｈｒ:顕熱，

蓄熱材

顕熱
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パラフィン封入による効果
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パラフィン封入割合の目安
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まとめ

・蓄熱材を封入した舗装では低温時の路面温
度が上昇する．

・パラフィンを封入した舗装では路面凍結の
抑制効果がみられた．

実用化にはコストがかかりすぎる．

・蓄熱材を安価に路面に封入する技術．

・安価な蓄熱材の開発．

しかし，
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